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新入生諸君を迎える
イ・州大学繊ホ僻部艮ノ」、泉清明

　入学式鹸の刻閃をパスして木学部に入学された諸イ1に心か　　とえばrl然利学系の入学であっても，人文利学も祉会科学も

らおめてとっを言いたい。このことは木学部にとってこのト　　同じように勉強する。これを娼1多な知、哉の皆1得という意味に

ない宮びてあるが，また父兄の方々もさぞお酉ひのことと賄　　解称してはいけない。花☆機微や人間閉係カミますます復雑化

鉄する。尚刀はこれから4イr間の披後の学生ζk活をこの大学　　してゆく才ヒ会の中て，「1常生起するもろもろの，1康を誤りの

て送るのであるが・このスター1の1賄にあたって，私は大学　　　ない物指てはかり系統的に1馴1し，それらの中に含まれる本

とはどういう所か・この学部はどのようか大学てあるか・大　　当の泊1朱射巴握する能力カミ必要である。技術者は1］∫門にEヒい

学生活はどのように送るべきかなどについて私の刷謄お・占　ると・とかく他釧腿る余裕捌、：〈ノ賄といわれるが，蜘1；∫

しして・諸君ができるだけ大学乙じ活をイ」煎義1こ送ってもらり　　者も技術將であζ川llによず人間であることが，この頃の社会

参考にLたいと思ラ。川人はややもするとメ・学を社会に川る　　てはとく｝こ要，ll～されるのて吻る。

哨の就職条件をよくするとか・礼会的地位をあげるための条　　　｝｛」門戊1㌧礎教竹は呼1ll川日の戊1』盤をしつかり固めるための学

1’1とみる傾きがある。学⊥になればμヒ問の1～1’仙も違い出llLも　　問てある。τ澗rよしっかりした上台石のヒにたてないと倒れ

早い。大学をこんな凧に考えると大学け｝恥二6・3’3・4　　てしまう。この礎イ1の役割を果すの力糖門基礎教育である。

の学制のエスカレータ戸の阯後の段階に過ぎないということ　　工学系の学奴であれば数2昂物理，化学，堰礎．L学，農学系

になる。これは大学の堕講以外のなにものでもない。いま社　　てあλしば，dノ吻学，」占礎農学，これらの外に語学が共通に必

会は，たとえば此批界なみても・国際瓶争の棚化と技術革新　　要になる。相1かくいうと，たとえば£業化学を勉強す樹こは

の波に対向するために・高1良の技術を身につけた多数の大学　　無機化｛’！：，有機化学，物川化学，分析化学などを初めに勉強

ヰX生を要求していることは1けこであるが・その要求の中に　　しないと先1こは逃めない。さもないと㌧i∫門知疏も浮草に食寮し

ひそむ真惹は文字通り力を｝ヒ了えた人月が欲しいといっことて　　い存在になる。この頃の科学や技伽は文字）孟りFl進月歩，昨

ある。学⊥の名が無内容であり空洞化している大学卒業生を　　「1の技術は今目はもはや役にたたないとさえいわれる。この

什会はけっして6久迎はしていない。　　　　　　　　　　　　間に処して技術者は‘li輪に創恵と工夫をもって」iにあたらない

　学校教育法て1ふ大学を定義して次のようにがっている。　　　と追いてけばりをくう。九鑑界はまた経営上の理巾から競㌻、

「大学は学術の中心として，広く知識を授けるとともに深く　　て新しいh業の聞允を行う。このためには技術者や指専者は

内門の学芸を教授研究し・知的・道徳t的及ひ応用的能力を展　　高度¢）応刑能力を共え，如1∬∫なる事態にも対処てきる弾力仕

開させることを日的とする」すなわち大学は学問を研究し，　　　をもった人間てあることが要求される。このような能力は基

学問の敦育を行い，学問をとおして人間形成と社会に貞献し　　礎をしっかり勉強して初めてn∫能になるのである。

うる能力を査うところである。　　　　　　　　　　　　　　　次に専門教育である。これは社会に出てすぐ役にたつ学問

　大学における教Wと研究とは太袈一体不∬∫分のもの℃ある　　てある。・9門教肯についてこの頃の産業界の考え方に2通り

教肯は常に深い研究の基盤の」吟にたらて行なわれる。しかし　　ある。第一は基礎学力重視のみかたて，基礎がしっかりし，

研究はひとり教官のみの義務ではなく・大学ては学生もまた　　これを｝占用する能力を十分にもって長・・れぼ，卒珠後は現場で

研究せねばならない。教官はr晶義や失険の指戊｛」はするが，そ　　すぐ｛こは役にたたなくても，努力如何て優秀なUf門のエキス

れは単に勉学の力法や勉学対象の糸口を教えるに過ぎず，教　　パ｛トにな牙しる。第二1ま基礎学力も大切だが，同時にあるい

えられた力法に示唆をうけて糸nから引山せるあらゆるもの　　はそれ以上に現場ですぐ役に立つ人材が欲しいという要求で

は，宇生自らの力で会得せねばならない。大学では学生け教　　ある。二つの要求は事楽の種類や大企業と中小企業などで異

育されるのてはなく，rlらは白らが倣肴する場所てある。こ　　るが，～1日」二学系人学について強調された戊1§礎学力重視の声

れを忠実に実践することによって学生には自然と独創性と肌　　は依然として強いが，一部にはこの主張に若干ゆきすぎがあ

判力が蓑成される。これは諸君が今まて経験した教育では辻　　ったきらいがあり一辱門課日を軽視すべきてないという声も

せられなかった力法である。このような大学捻識が身につい　　高まりつつあるよってある。

て初めて仕会に出て祉会白腰言11・；こ答えられるいやがて幽　　以」二がr日・の大学における教育加1の大要であり，この学

導的役割りを果すべき能力が《｜誠される。　　　　　　　　　　；ll｛ももらうんこの力到を踏襲しているわけてあるが，ここで

　以上のような大学n的の線に添って・一般に入学ての扱肴　　　とくに学部の教育力』1について紹介しておきたい。

は具体的にこれを三つに分けて行っている。三つとけ一般教　　　　この学部ぱ繊組学部てあって，その名がふす如く，繊維に

育・専門E礎教育・専門教育てある。しかし分けるといって　　1姻る万般の研究と教肯を行）のが便命てある。繊維産業は

も3者け礼駿に閉A1しあって全体としては統一されたものて　　人間生爪の二大要Wてある氏食住の中の衣の生産を目的とす

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る戸「悲で，わが田における規模は従業員1．000人以上の工場

　一般教育は”γ生としてはもちろん，祉会人となった場合，　　を対象に〉］ると25～30％にあたるスケールをもち，さらに繊

幅広い視野と，円渦なものの考え力をもって協調してゆける　　lll晒染には中小企衆がJl常に多いから，これをあわせると35

ような個人の人格の形成を目的とした教育てある。従って将　　～40％近いスケールをもつわが囚としては最大の産業である

来自分がどんな1与門に近もうともそれにはかかわりなく，た　　　繊維学部はこのよりな兇〔珠を背艮にして繊維をあらゆる角皮



（2）形．153（昭和31浪F6月18日第躍郵便物認可）　千　　曲　　会　　報　、　　昭秘0年6月ほ

からアタックしてゆく，いわば専門大学として，世界でも稀　　　部に一般教灘課程をおくことができるとの議決もあって，当

な特微をそなえた大学である。蜘こ学部の斯きは深く，こ　分は従来通りの力浬泣踏迎する。これは綱1‖：婿における特

の点間口の広い一般の学科大学や農科大学とは対貝鮒勺である　　徴ある教育形駕として発展させてゆくべきではないか・

けれども諸君に入学当初から理解しておいてもらいたいこと　　　本学部では咋年から大学院修」課程を新設した。¶婁：L：課稚

は，学部は繊維学を狭く解称して祝野の狭い教育を行ってい　　　は大学卒よりもさらに高級な技術者と研究者を掬此するコー

るのでは断じてないことである。もちろん糸を紡ぐ，織る，　　スで，新制大学卒業坐が若1間在学する。この頃世間ではし

染めるというよな実際的技術の皆1組こ力を省くわけではない　　ばしば大学卒業生の実力低回｜こを1川こするが，これは‖獅cの6

が，学校全体としての教育のあり方は，広く深い基礎的’判1、1　　3，3，4の学制が戦前の6，5，3，3よりも凶短かい
の土台に立脚して専門の学なおさめること，また繊維プロパ　　こと，時代風？卸1の影響で学生の勉強意識の低下などに原因が
’一 ﾌみでなく，一般工科大学あるいは農科大学で課している　　あると思われるが・これでは例えば技術系大学では国際競『ト

カリキユラムをも大半とり入れ，卒業後も繊維以外の職場に　　の激化と技術輩新に対処してゆけないので，各方而から大学

．他大学の卒業生と同様に進出できるような方法をとっている　　院出身者な要求する声が大きくなり一ll：り火醐暁の人寧昔《）

事実卒業生で繊維に関係しない職場に就職するものも非常に　　年毎にふえてきている。諸君も都合のつく人け大｛粋｛’業援ぜ

多い。このため前述の専門基礎教育を皿1視して弾力性のある　　ひノ（学院で勉強されることを切熱したい《コ

人材の雀誠を蝋とする。現在糊1で1臆してい為判隈業　　以．ヒで燈とこの・糊についてσ）紺介を終るが・鹸後献
課日が約350に対して専門」｛：礎課1］は約±の糸勺110に達してい　　’拾生としてのli掃『の身の処しソ」にプ：）いて獄見な述べたい。

る四‡この理山による。ま回］罫門課日といっても繊維ブ・パ　　1，瀕に云ったように，：火・判燃んといっても・’訓をする場

一のものがそう多いわけではなく，このような授榮は全体に　　所である。故に大’苦に在11断］’る第一の日的は勉≧捧にある。こ

対して細0～15％稠支に過ぎない。蜘こ端的な表現をすれば　¢瑚確制〕的を見失ってはいけない。lll：間にはややもすると
繊維提学科は普通の農学部他の1二学系学科1ま普通の工r部の　　　なんのために大学に人ってきたか疑いたくたなるような学生

カリキユラムとたいし変りはなく，これらの学n｛の中でとく　　もある。｜蓮隊は諸君の学習び）ために莫戊こ経費を投じているし

に繊維の勉強に焦点なあわせているわ1ナであ翫，しかL，繊維　　祉会もまた大学や1党学兎を特別な寛容な態度で’みているC］こ

といっても前に云ったようにこれを狭く解釈しているわけで　　　のことを思ってみなければならない。もっとも学習といバC

はなく，高分子工業にたいしても学部はとくに強い関心をも　　　も単にこまぎれ的な知識をつめこむことが能ではなく，常に

っている。高分子とは多くの原子や原F団が集合してできて　　　自分のものに同化した知識とするよう努力すぺきである・

いる巨大分子の物質であて，て，これから作る，プラスチック　　　大学では諸翠『は同’1四，：の多数の友達と交際する。また学生

ゴム，接着剤，塗料などの工樂は近代産業の一つの花形とな　　　会の中の各郁の部やサ声クルの箒動がある。これらの交遊や

っている。繊維もこのような高分乎物の一種で，繊維産業と　　課外活動を通じて疋規の授業で1よ得られτ仁い・古い自葉では

高分子工業は密接な親関係にある。高分子を研究するために　　　あるが，身心の鍛練ができ，人生観や川堺観力tだんだん川っ

学部では講座も設けてあるし，またこの為にとくに研究所な　　　てゆく。このような学生同忠の交遊にも1渚君は関心をもって

も構内にたてている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もらいたい。

　次に本学部の一般教育について述ぺる。この学部では，一　　　私が諸君にとくにいいたいことは，大学の4年なただ漫然

般∋専門，基礎的教育の3者を互いにクサビ型にかみあわせ　　と送ってもらいたくないことだ。勉強もせず，運動もせず何

て行っている。多くの一般課日と基礎課目は1年日と2年ll　　を考えているのかわからない。単に押出されサ（ゆくような学

に習得するが，課目たとえば外国詑の如きは4年次まで授業　　　生ノじ活を最後の響校である火学では送ってもらいたくない。

を行うし・逆に専門課日も1年目におさめるものもある。一　　もっともこういったからといって学生の身分を逸脱した過激

般教育では専任の先生は他の大学ではあり例をみない20人と　　な言励は厳に慎しまなけれ1まならない。大学は教官・事務職

いう多数の先生が配属されているが，専門学科の先ノ1も一般　　員，学生の3つのユニットからなる1つの共同体である。3

般教育の一部を，また逆に一般の先生も専門教育0）一部を受　　者が互いに理1解し，融和して進んでこそ大学の任捌測1満に

持ち，全体として一般，基礎，専門の3種類の教育は融和し　　遂行される。共同体の維持にはその中の各員が守るべき規則

た形をとっている。この頃多くの大学の一般救育は各学部の　　もあり，秩序もあり，またエチケットもある。

それを1ケ所に統合して行う方法をとり，信州大学も来年か　　　私はこれらの点を新入の時にあたって諦君が心に刻んで最

らこの方針を松本で実施する計画をたてているが，当学部は　　後の学ξ1三生活を⇒εきるだけイ確裟に送ってもらうよう妙蝿し

松本から遠隔の地にあり，かつ昭和24年の国会において当学　　たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　q965．4，13）
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大学院の入学式に際して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ訓伏学繊維学部長ノ」・泉清明

‡議欝羅欝饗灘1謄霞欝響籔≧璽霞i議灘難緊i
き蒜識灘≧際嘉藩蒜蕊雛、政瓢；・独創綱聞了い・卿・迷・ていな・て・差支

鍵㌶㌶號要瞬㌶ご灘麟で究ζ漂麟蹴裟麟灘㌶瓢艦
　客部省が設置している大学基準協会は大学｜嵩εの訓勺を次の　　関し，研1化を指導する能力を養うという趣旨とは対照的であ

よ・醐定している・　　　　　　　　る。魁・謡1ξ職Fl伽碑以上とな。ているから綱tの関
　修士の；維を与えは学院の綱・1は学部に鮒る搬白勺並　係上博土課脚漫求づ一る垣な獅ll醐究4、研究の櫃鯛力

裟麗！弓耀翻欝㌶㌫懇鷺蒜論、璽欝饗　鷲鷲㍑駕£㌶激1懸惣㍗麟璽麗蕊i

を［1的とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を殊更にうたっているのはおかしいと思う。私は木学部の修
　同協会はさらにこの修榔‡・iの川勺と趣酷解掘，・了次の　・1，：課程で｝‡博・L課程に負けない詫‖漁込みで勉強してくれるこ

ようにいっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とを切に願う。
　修土の学位を披る課刷よ学部の融でけない。また兄洞　　次に修1．調ゆ）1鮨の第二二の条項，すなわ・’、矧二会におい

や轍科のよう劇∂鵬c技能また倒捌な小：項に制限された　て指5測役割を果すた淑こ卿“繍励明誠とし・う点は今の
字習をするものでもない・学部において一般並びに専lll』の教　　　り社会の要求に合致してし・る点であると思うく、

養な積んだものが，広い視野にたってさらに学識を深め，専　　　新｛1司大学の大学卒業生ぴ）学力不足については久しい問の実祉

lj分野o）理論と応灯1の研究能力を書1⇔こと剤lllξ」としている　会o・戊fである。これ刷轍の三判ll6，3，3，4力嚇の6，

研究能力というと・とかく珊1論的研究のためα、）能力と考えF　　5，3・3よりも1年聞短かいこと，時代風潮の影響をうけ
れがちであるが・それは楯が1緬であって・伽刈lmこは，　て今の対生の勉強意欲0）低下その他に駆1力泌ると思われ
理論を実施に応用してゆくための能力が当然考えられるべき　　るが・理山はともかくとして・これでは激しい園際競争と技
である。よって「理論と応用の研究能力な61ξう」とあるのは　　術Ill新の時層lll：には1｝1］に合わず・大企業でけ故近修土課程の卒

この課程においては単｝ご研究者，教授者たるべき能力の養成　　　捲6Eを採∬1するもの，あるいは社蝋を修士課程に留学させ老ハ

を［1的とするばかりでなく・尖社会において指導的役割を果　　　禎・のが多くτにって来た。も’らうん本人の惑志次第によるが，

すために要する能力の養成な匹1的としているのである。　　　　今後史社会で指導日1役割を果たすものぱ漱次大学院卒にぱδき
　この解説に従うと，修二L．課程は学培1‘の教育をうけたものが　　　かえじれてゆくで・あろう。

広い視野にたって・ざらに専門の理『命と応用の研究能力をま旨　　　最近大学院の入学志願者は増加の一・」金を辿っている。日木

うことと，あわせて尖社会において」旨導llJ役訓を果すために　　学術会識の調め三によると，国立大学のうち，旧帝大及び旧単

必要な能力の養成な日的とする。　　　　　　　　　　　　　　科大学の修：i瑚1不i入鐸者は昭和34年を100とすると，5年目
　このような修土課程の趣旨は現在の新制大学の痛切な要司ミ　　の昭和39年には蒜数では166となり，農学部1よ149，工学部は

に合致していると私は思う。戦中戦後、畠速におしよせた技術　　272とふえている。昭和38年の入学総数け2．503人，このうち
革新の波によって世界の工業諸1玉塚は競って大学のスケール　　農学都は171人だが・工学部は総数の約半分1．078人が入学し

を飛躍的に増大させた。昔は総合プ（学の中には加えられえCか　　　ている。日本学術会議も現代の祉会と現代の大学における大

った。工学部や農学部のうち頂｜1者は今ではこの中の主流にさ　　学院の軍要性を検討し・この爽質的な拡充強化の：力策を強力

えなっている。しかしその反面大学には混乱と転↑客がさけら　　　に夷施するよう昨年政府に勧告L・た。

れなかった。真理のための研究，よい意味で¢）大学の象牙の　　　私け諸欝が大学院の惹義とその重要性をよく心に噛みしめ

塔は破壊された。今の「大学のありようは大学の二大任務で　　　てオ津部の大学院をできるだけレベルの高いものに教官各位
ある研究と教育」のうち，教育の頂iのみが異常｛こ重視されて　　　と力をあわせて育てあげ，学部にも学問の香り高いふんいき

昔の大学を知っているものの眼にはアベレージレベルの技術　　を注ぎこんでくれることを衷心切望してやまない。諸…欝は本

者養成所になり下がった感がある。このような大学のアカデ　　　学部のメミ学院のスター1・の学生であるだけにこのことをいっ

ミズム復輿に大学院制度はあずかって力があると思う。　　　　そう強く要塾したいのである。
　この研究能力の養成について大判1：準協会は次のような中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1965．4．13）

……… @特言：三≡㌫言㌫元標…一…一叶　「……一…　　　－1……　［…一…｝

　　　　　　　　　出願・訴訟・鑑定
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、　　　千曲会員福島鋼治郎



㈲形．153（昭那031年6月18日第3姐郵便物灘可）千　曲　会　報　　　　昭椥綱月佃

亡霊の学園迷想
幽　明　境　異　入

　宇宙時代と云う世の中に亡霊がモノを云うのけコノケイそ　　営⊥そ了政山ドcf柄こ瓢うでブなよげ1㌦れけ1ノ的・かとノロ小心

のものであると嘲笑されるのがオチてあるが，現胆の移り変　　的杷優あるいはこの間拠を～・川1杓にしか㌦砧Cいll［間の「非協

のの激しい足音に冥⊥での夕ξ1眠を破らλビCマカリ川た次祐で　　カノミ1と云う凧1ゴ1’などにはこだわ’‘：ハ三・｛：ノ「〈，ll｛lhl民の∴う

ある。旧来の蹴ては川也の踏を目．とって川傍柳助、の’ド　」コム：学1㈱戊1抱川戸仁｝哨4rμ）’川網パて前；｛u，て

に現われろのであるが，午宙服と云う仙利なものが出末iて月　　幅しいとのてある。

世界までも行けると云われたので，それを店川してひと弓づ　　　　　　　　学部体質改…酔問閲について
懐かしい母校の空に川てみた。　　　　　　　　　　　　　　　　さてぞもそも1ナ｝元は壮来の党展把｝：の力向｛こ輻c〔いるの

　明治434に官立第3番「｜の島ψとして創立された剛え，」　　てあるうか，と漏らことぱり仕の先ノ杜∫は学dilをどのような

旺酪専門学校は50ゴ1の歳月を経た］蹴，地力大学θ）眠誇　1’i椥人熔のノ・学刷ること吉∫ふ当1に／いけパ］パ飢あ
る信州大学の繊郡学部として発展していた。そして1矧Ll，板　　　ろうか。わ・｝1われ1｛Uヒか1九膓、Ll・同；鯉li∴・しい㌔”」尚‘り日

舎：，校庭の近代化された苫しい変ぼうと施品々伽の充’人に｛1τ　　　1的］了来像はと“う～：ふもの㌣あろカ‘1ぺ、バ：け㌦II　lll；の『川去

きのL1をみはったのてあるが，これからの学部の充り1｝的えc牛　　　トの執）目こノr・パいるのマあイ」，

き力即ら母校の将来のあり力については近く文n｛省の五糸敦　　　　今、ピrに【「｛苫が聞いYい1・θ・∴うに1、∴と，学1川の1｝1、像

育一本化案の発太かんイ、とψ、うことなどて，部1ノ」改革の哩に　　　1間輪、il㌣晶〕z、り学川f｛パ、〃川川1婦ソ，1ぴ・い｝フい日｛ll駄□㌦

冶られているただならぬ様」乍cあったのてある。　　　　　　　　　脚している学部rω．允展の肺1川が1・llビ’hらのら　1，、と牧い

　母板のW来に関しでは現ll［にある同1τ焔位のlll　rL深い関心　　　領1∫戊に発民マヂざる札盤のL学部になろ「㌔，川1にけqiぴの刈ざ∬

を寄せるところてあろうと信ずるのて，母校の」空に川てさ　　　農学∫1か1．学ぷの学「’1に肋、換’、パと・1｝lPい§・llll，牡し㍗川，

た吾謂の耳に響いてさたL命義を紹介かたがたn品の1、」伎将火　　　鵡翻機械”｝η1，識｛lllfL学1ぷ｝φflのζれぞ｝Lの1川1’｛L　lとノ汀

像を開陳してみたいと思、うのである。ご笑覧あ｝1。　　　　　　　　汕’∫’をとっで純然た◇ll”｝タ部になξ，，｜μ・∵ハニ）二rあ当か

　　　　　　　一般教育統合問題について　　　　　　　　　　　揃かに1：学部のノ」が学問的にぱ1山雌的ヂあり；帥1対，ド1〈，

　この間題についてけ酌∫1の同窓会総会で「統イr反対」の；え・　　4叉生の此職範りllも拡がり・発展Wが1ζ1パる・1．うにぢ∴られ

が衷明されていたことけ当ll5の本紙ヒてご承知で1，』、うn学　　　ろカ㍉果してその，い）に受取ぺU：い戸ろ百ウ、，－rボエこ1らは・ト

部では先頃畑く教官会6義で「ノ〉・回の16州大学一一般枚育統合に　　　てに艮llfに1：学部があっマIl学予の市ll要学日1ビ殆んど舶：㌧て

は参加／たい」と云うことが票決されたそうである。それけ　　　1’苧救廿な1’，びに竜界に兄遣1先ll｛路の1餌、‘”～ご占・・㍉℃いうの

信大の統合案が一般酌合埋的統合とはいささか異質な点がみ　　　マある。

られるとか，学部における研究教1’fにとづて現在よりベター　　　　母校が1学部をlll甘1ならば，砧L）艮野き介体1℃1」1］分

とは考えられないと云うような見地からそのようにた一）たよ　　　艮となるか，あるいは第二L”1矧；’二なるのがオ・∫℃あ∧η。

うである。なおそれには文部粥国語審硫公歪∫i西∫己史氏の見　　　をれに・－i仙こは分｛タだとか据二1：学部芦とかは⇒］，》礼云1臨ξ

解（4月20Fl信毎随想欄）と同様な記見もあったのかも知｝し　　仙て…格頬卜iこみられるきらい礼「’り・栄Wあるぷり1｝につたが

ないo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもので｝Xなかろうo

　即ち同氏の見鰍志「どの大学でも叫購嫡については所定　　1∫間け格のL下在問うの℃も～、賦，」た識ロ縞1：ら川藺
の成果をあげていない場合が多く，多くの学生は高板散育の　　　のでもなく，母｛κの蚕糸糠『iLll∫門敦1’担）殿ザと1ゾの陥㍗ξの

くり返しに過ぎないとヨト撤し，専攻部の教授は可攻の期間が　　　占5義や水い歴史の」・に憶かれた’日色㌧］『ろ猪威，1：祝1・キ破棄

不足すうと云ってこぼし，…般教育坦当者けどっちっかずの　　　して則代に迎ζ「し，近fr，急増さ，｝ピτいる拙速的r・’迄3；に同列

教育てやりにくいとテ、っている。中摺。この際信州大”∫は思　　　することは法Lて母校の允展策てはない’。1｜：ずえタのてあるσ

いきって一般敦育をそれぞれの学部に吸収tて，・それぞれの　　　　文敗政策が℃某教Wの｝曽強にq、中し，諸た学1：学認の急｝虫

’学部的特色をもった一般教育を育成することが一般教育の不　　　な拡充を他学音llが羨領していろ際にほ｛鵬にけlll　lド4目た」て院

振な解消する現在にお｝ナる最」）賢明な方策てはないかと思）　　臓維学研究∫1修ト課智（猟組lrl”X，紡砧L学，織甜」二L化学

」であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の311∫攻）が開識られたことが報ぜられ1ヒr，～ll｝llはりこは昨い

　その理由として同氏は文学部におけるκ千喰から「一般教育　　　たのてある。と云うのはさごに川いた止うに，1力くミニに一般

け専攻学科の基底であって一司じ拠翔｛てさえ文学，史学、1’〕　コ．学部への転ll1」ム叶÷が支配的・．あ～己聞いζい勧・ら・．、ら

るいけ哲学に進むぷこぱそ〕しそ」しにその内容を異にし庁くて　った・し城ク泓酬袖ミ学り1嫌げ賓牝パ献し・こごがぷ
はならない。ましてや医学・工学，農学部次どはそ，｝しそ、｝tに　　　や｝※官各位が虫糸，紡紙，繊漁化学などの田戎＿ある二とが

適切なその課程内容が用意されなくてはならない」と云うぶ　　　基木となって，新制ノ＜学に切めて織1、｛L学のノ＜・宕院がぽヵ．1した

味を述べ，さらに「一般敦育の学生にもその放白の五任け王　　のてあろうし，そして土た将来も比肩〉ろ｛、ののノcい｝リミ旧

れそれの学部が担わねばならない。一般敦育部と云うような　　　に唯一の繊＄ll学人学院てあろうと摺測、：江るのてあ£｝G

臨時的準備的な制度を設けることは教育の貞任が学部と学生　　　　このことからしても母｛父は］了来にも琉］IL学’剖1色と咋べ）宿

の間に徹底しない原因になるoそれが今日の一般教育部を独　　　命を負っているものてあり，そLてよた日む「∫立のズ吋パ）そ

立的に設けている前例が教育的に失1攻している原因であり，　　二にあると♪削憾れるのてあパζ，母1・～iよノの］1色を王の仏

証左である」とも云っている。　　　　　　　　　　　　　　　制と内容に益々顕現して行プC］，らいぷいし、のであろ、

爾Lは同氏の云われた⊥1鯉E巾の失感もなけ加おまた失　　口↓反が繊1｛学を’随とすることが川▲心｝磁なら1ま，弘1｝

敗している前例もその所以融llるよしもないのであるが，そ　学力ζ農学，化学，工学’rを1畑1としていることからげ抽学

の論旨に共鳴するのて’今何学部のとった力策は皇蚤明てあっ　　　部ぱ磁維農響：利，繊維コ．学利’5・か並砂志｝1％，のか・1う然てめる

たと思うのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にも拘らずほ枚の一部にけ繊↓｛1殿学利のイf在｛＋ψ、1戯二把の足

　統合不参加と云うことから学部が異端祝され，今後学‘｛；運　　丁寸といてあるかの如くジい，・：の1学不学利への転向ヶ強
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要するようなムードがあることを聞くのてあるが，それは全　　　今までに述べてきた問題は何れもその将来を決定する兎大
く川解にデ1’1しむところであって，百望れ寸むしろ農学，化学，　　1／1をもっているだけに従来も1引交にオδいてぱ1陳↓臼乙慎屯を巫

ユ学等の学問分野が7r愉マークの如く辿環状にある1易におい　　ねて検吋してきたてあろうし，現在では一段と窮迫したII㌧勢

てこそM・！凹学で2境・郷僻の杜t’た〕働・允展カミある4。　の・11で学1欄来□∬1唖1／会力、（11備刎噺1三｝IU］30［D学，｛1｛

のと肥のてある・　　　　　　　　　　　のよ体rl勺力向な1川すべく衡掩1秘ているようであるが，
兎に何肱は榔僻桓i汕する学徒ひいては繊紬）ぴを振　：緬の社鋼勺要求即らn先の好1肋1に眩1鹸れることなく，
典す州学鋤硝の研撒育の場として噺と強くかつ尚く　lu肱’1噺により’、撤力泳遠に繁掴刷秋像抽，阯するこ
休系f寸けられたものと」甲解されるのてあって，U校にほ臓借　　　と槻弧うものてある。

学の旗印のもとにその体制価立と内容の整‘ll1允史に力強く遣　　　　百711rけすてに学問の場4’Wれ，士た蚕糸又，繊紺工業なと

んてもらいたいと念畑するものてある。　　　　　　　　　　　　の動向に通じているものてもないから，IJ版のありプ∫に対寸

　　　　　　　…蚕糸教育一元化問題について　　　　　　　　　　　　る焔然たる1論∫IJ、もないのであるカ㍉　～kが今や1巨大な転t機に

疏独退の影響で」Ill，鳳，馴｛の3翻鮮，1阻碗、　あることを批に及んで・訓1・なりに州いた’臓の将来1鱈
鯨縣’判1の統合川」題が2～3ゴ杣から腐、1さ」1ていたそ　｛麟して・みソ・いと胆のてあろ・

ゾ醐ったが・それぞれぼ苫・’納州，のためか，当儲の・ll、　　　1，新蚕糸閣椛繊維学部に誘致する
勢認訓が1｜かったためか・あるいは波乱をおそれで4ξ易λ1ミ旦　　　さ㌧に1用さ及んた新‘ξ糸学川捌リklこ㌦故L，現在の繊焔

状刷に16・注垣｜蹴いが・扮ん却殿ムプ・吋砂　』1・捌な蜘1㌦て鯨WlのllLl制」かつ1馳1・1勺’捌としての

柵み黙輪勧てある・　　　　　　個化’聞とし綱L’拙としての叡U。側雑脳。

、㌶瓢瓢罐漂；瓢聯瓢㍊瓢1灌禦繊蹴の・鵬醐融小
拳篇ぽ撒瓢；；ご；㍑，『㍑1糖㍑㌫㌻語1）；1　踊㍊1璽講：L‖州学）

1剛タに肥伺るf掘研鋤嬢乞1ぴ1す緬糸’判てあゴr・　　糠学第2傑樹学）
1舳’淋いの1縣」イ・∫鋤・の川珊｛1こ灘’iさ］・ノ・て泌りと　］’r血・W1（Ml則臭’i・・。・M励吻・〆）

のこ・Lである・　　　　　　　　　　　　楓苧舞！2
　いバ｝1学∬rに｝ヒ文1’lll省からもっと其仏1⊥をもった冷としゾ　　　　ム　挿　学（ぷ仏∫爪rノ

仏止さ力るてあろうから，従来から休質改曽を企図してき～こ　　　虫桑ルェ1Ψ学

母板にとってはこσ）際その1了火r，ll川の一・川として苗大祝せね　　　　製　糸　’丁、

ぱならないてあろつし・殊に学利のこL休｛ψ1芯について低迷して　　　　川　添　学

いた繊砿巴学」’1は愈々その凶ア標決宜を迫られたことてあろう　　　エlc糸機械学（ζ同1目川学or工場”ll・IW）

と思われるのてある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企糸新～ノ∫学（経拶f子済学）

が「の何鍛総会におけるノ胤名r絵畑F川；の1蛾」　　　川・醐究（所）施II聖
報告で・繊が1肌の迫易に応じて1暢ともに拡・充抽ぱれ　　礼桑占ll
近代化し・つつ允展街道を班んでいる状況な聞いて，同窓（1．け　　　　育　五k　部

甜しもJl常な歓菖と誇に浸ってきたと思うのてあるが，今川　　　　経　営　1｛ll（鋼11部）

の蚕糸致育一元化問題を迎えた現鴫点シま伺校にとって以加の　　　　統　IJ　部（給務lill）

学1胆榔に次憐史」の」百大1麟てあるのて・同窓ぬヒあげ　　　生柏ヒ・詞1
て臓における教’r略イ、5・に蜘肱醐剛ll雁跳とともにそ　　土壌肥F｝学

の改～勧到の動向に肌絶ゴく猟腋もけるべきてあると！猷　生産化学
うのXある。　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴某化学

予’酪れ磁糸学矛1の測担）1Lそ3学彬♪の幽汲）カ㌔　　川水化学
学部にも相当するような大きさであることはわが川の虫糸£｝ξ　　　繊綿．化学

猫麟‡｛漂㌫罐響吉綴蹴；　．ぱ幽・・学部に蹴す・，
6こ剛トの麟醐の榔む学肥筋のであるから，既イ汰　匁1！学・赫一鰍轍舗契陶こして」蝉剤1と娘鍬・・
学の蚕細係学繊消測一る・とになろ，，いよいよ以。て　2≧ε1樫多・蜘納一ろのにならって・綱判；を編1［エ’糊
円校の一大・llてあると加感するのである。　　　　　　　　　　と蚕糸学部の2；1：占｛；に］］］洲成するのてある。この案の学利情

し礼瀧縛椚覗の避ol疏いては3撫f劇1との調　成は次のよ元概ろ・
整あるい脳該学科酬収｝泌紅あり，かつ噺↓鍛のイ舌　　坦∬工学部，
鵬悲と殻ら編ので，酬交ならひに酬蜘・才・か，｝・　謝裡禦L学醐3寧川輔分寵矧醐『1脳脆気
てけ，古く齢か唖継魁の魁となり吟麟その中心　洞1’噺綱る・、

塁羅iii灘灘1覧i！機iは磁縣藷籔1㌫、㍍瓢i

漂瓢；謬櫟‡1；ご儒力　1議；蕊き蕊議㌶1翼
　　　　　　　吾輩の母校将来像　　　　　欄姻｝胱、1輌の1蝦剛って，1抜の別なf端冊も考え
怯かしの浮園てある川父の1砿に寄せる同銘位の要と服　 られ，川rの迷Ul｝よ尽ぎないのてあるか，一↓Cにの辺で終り
どってあろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とする。
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斎　藤　実　先　生　逝　く
斎藤先生にけ表る5月4Fl早朝，脳溢血な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て育藤先2kぴ）人枯力・称えら淑3む1申の‘梓〃ゆ

、：弓　1よな

はまさに成仏そのものであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農2ゴほ瀞川，い蔀☆曳活の；1．｜㌧てご，時折先

　かくて翌8日先生の御体け，新緑朋ゆる太郎山の麓におい　　　出の教えがよみ、が☆るとい㍉　良寛を、？：敬烈れ◇Cおられた先

てだびに付され・第2の故郷である↓田を永恨の地とされた　　　生が「1ずさまれた旬「盗人に取り外iされし堺の月．1思：記ぱ先

の‡ある・　　　　　　　　　　　、仕そこの心蜘・淑．，℃防れたの・Cぽ川　1　蝋み：」∫撤
酬鵡9聯ケ刷陀｛・凱・て鮪，1側醐・・て参　わ。娃いう竹内∫℃鵬）継媒硫！、∫，醜樵帽，
じ淫300名遊く曝‖川tl梨魂臓り急鞭岨に　rl・え沁酷か眠とい列1鵡榔）は、ご蹴1，が寵

‡≧纏驚瓢竺ソ1肖ましく卿さつき誌㍑、蒜㌶誌煕蝋1罐㍑
翻賦終了㈱ケ／絵館にて日翻疫と蜘継斎劇ミ先　川と追悼の端力・述べ助疑の蝋，紺胤ば∴よま
生霊偲ぶ集いが催された。多数の知巳，子弟がこれに参加，　　“”に冨行一致の，人間として至難の放な1．恒された先ごhの館1

饗欝㌶劉嚥繊1警髪漂㌶肋如卿・き・綱・仰蹴し・・α測酬）

　　　　　　　　　　　　　　　斎藤実先生を悼む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　’　田　　　　博

殊醗㌶ご當議認；灘繧隠繊灘㍑竃‡麟麟蹴難謡ll　；

；簿㌶㌶繍腰曇灘：ll謬㌶認叢≧齢㌫㌶蕊
韓欝霧灘；i雛ll壁1講竃i騨灘ぽ　年iζ
；㌫難㌶2；㌶謬蕊藷蒜纏蕊r・・一・・一一一一，・・一一一ll－1…一㍗

すかにも恐催も微蹴蜘蓑斌のである．　　　l　　　　　　　　　　i

・綴麗議嶽惣罐塁麟蹴i蜘活ぱ㌶‡1麟灘詩
ぷ、の最酬。い思い、、酬脚翻か、ぷ｛　　　　（・・13剛　i
とは別の天然繊維の学問的開拓とその技術開発に傾到し，遂　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

拓やらを佐藤春太郎先生を科長にいただいて倉沢先生ととも　　i　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　i

ども麟醍し塒代である・大糊‡各の1騨醜どもの主　i　r繍の㈱賭，遜螺ξ，鰯婦ノ、向　　き
張す醐維騨・㈱紅：学・綱（化学の3科案が票決で蹴　1　　　　　・　　　　　1

乏欝舗1≧糠撫罐i糠㌶i　　農ぱ撤儲会i
繊劉耀灘當1㍊慧‡擬麟；i　　鯨・蹴・剛・ヒ⑭・・弓
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　芋25∩　㊦40　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　たまたま数年前の学目1改新で，私どもが当時横想した学科　　i　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1
編成が繊した時・「槻のり］」があ・た・と嬬り誇・た　L、．＿．＿＿、、1＿。。＿。，＿1．1＿＿、＿＿．．1。。1．i



」竺66月IFI．、．＿．＿＿已．曲　会　報（n召荊」31∂F6月］8日第3磁郵便物認可）疏．15…）

斎藤実先．生を偲ぶ

撫が傭鮒く附1敏魂とき，矧端酬｝翻我　　　　　　　　　（咄鰍記）

　　　さ．うん　格総㌫・と，蹴⌒う¢’｝綴惣騨撚　，，酬。、
みんなの千曲会にするために　ノは別として・これに．よつて求職求人が　所鮒《パ1戌らず人のよさと人気者，み

　　　　　結婚・就職欄を　　害㌶漂？‡；1麗慧±㌶灘ぽ蕊；懸と6翌7篇㌫麗

　　　　　　　斎撫義臣（蚕32）㌶灘《二三鵠1㌫認隠㍑隈　　　　　，

　澱が増加して・質カス複雑化してきた千　であろうと，心ひそかに澗をすくめる次　　　　　　　　　ぷ
llll会は，毎年に中↓｝く神経がマヒしてきて　　第である。　　　　　　　　　　　　　　　　鷲　　　　　　　』　　　　順．1’

中央』本部の意志が：］ミ端に二先全にとどくこ

耀㌶誌㌶1呼べば「お　甑噸会嚥い　一　 ・、 @，
お」と答克る問柄でおり・1人の鰯者　　去る4月3El近江八景の名所，瀬mの
にも皆の温かい手が隅なくさしのぺられ　　庸橋を眺望する料亭「瀬田」において1日

たものである．　　　　　徽会を脇ilした．・燦後初めての会で1。　・　　　　　S
　今目においては・金云員の住所ト〕』らつ　もあり，各人の変りぶりに一岡眼を九く　・　・　燃　　　・・一撚・一　　　・・

鱗1曇叉；當讐罐1惣竃雛蕊璽籔1翫辮膓三弊酬霞

豆i禦i曝議籔㌶㌶1竃懸i叢灘：蕊ii麓1量㌶欝㌫蕊麗

の撫く融の嫁入り剖子の嫁コ回に課亘雌巳搬としてその柵ませた背芝剛三紙（農3）＿中轍諭浅

寛i㌶實翼警i鷺璽li竃藷lll蕊議1難総誉欝㌫塁瓢嶽嶽蒜

刊舗蹴の具体倣縣“描・　は鯉る酬し醐力艮堅い人柄・鯛8岡野紙（農2）一農縮幽統禍・
‡年蓼驚；饗，卒業科（某年）経験tR篇㌫1こ‡㌶㌶慧類警蓼蕊き；。；難㌣訟‡；謬；；

鵬麟家族・酬希望プ荊・紺支特典いる・　　　　　　　肋ふちを行きつ戻りつ，ごく平凡な生
瓢条件・酬科媒年）耀Eの傾求一附弘氏（農2）一昧農継K・主涯を送ってし・るサラリ．マン。
人希望条件。　　　　　　　　　　　　　任研究員・兵庫大学から転職・研究畑の　　以上の他止むを得ぬ所用のため欠席さ

2・結婚欄　　　　　ホづである・現僻位§紋翻ξ出申・批細鋤搬bジト元暁氏調崎紙

件鵠鑑鑑璽鰐‡㍗麟三蕊綴欝㌶；r瀬賢撫から胤く7麟デ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　錫撒灘翻嚇≧支酬・卿・・パニ撒馳蕊繊ろ1・の便
昭和瓢黒麟酬・！・況1；撒藷謡瓢謁i懸欝蕊欝罵［

　詰会は，沓掛支会長のあいきつのあと　・トニ（紡ク9），心尺通（紡16），金」1賢太郎　　細川｛1｝ll　U∫こ」、から，支フこの経過・ll婦己

昨1｝の本会給会に川ll、された，稲川・小　（学紡1），川口晦と助（学化日），稲川文　寵｛11に糺いて，高沢ll務局」・ノ）・ら嬬こ1，川il

川田両氏から総会撮｛1；があったあと・杏　一郎（糸23），岡木栄一ヰ糸15），近藤ぷ朗　晶がζ防り，刀川良の役日御lil出して最移

］」段会瓦から，「晒の綱発f了の捻（剥2），小川旧峻（化3），桶川厚（化6）　にll川先生から川必の近｛賠ト学綱幾構改

に、は愛如支会は史に170［‖；を消化してい　“ド原光男（学紡D，熊川相V志（化2），　革の問題につい℃1∫細な111色川があり1し

る・・繊他破会1・比してll及率触相』｝矧1（蚕19），児一∫1欄1（蚕33ni・）川たが・4］｛・・蜘」lll題とな・てい《改・↓・

1位てあり・仕小のmにおいて当妬こ1t　一ド民川（学五ξ5），柴ll膿（学』（9），斎肋　課程統合の1’1について馬廿んなが即心

は実X界が多い関係⊥名節↓を十分活用す　』㍑1【（学ぷ5），小林正治（学石3）　　　をもっ一ζいるτ二けに，かなり突込ん”三，改

る必要がありはたそうすることに」：っ　　　　　　（学虫3小1卜。己）問も川て戊改欄義撤品こ引ぷ終っ
て仕事もやり易い｝］1になる袖果だと思い

ま’ヤ。これは千曲会の組織を十分に利用

しているものてあり，千曲会の右在は必

要不可欠のものになっている。しカ・も今

日の別傭も40名の多きに）上しているな

かで糊こ若い人の多いのに，私自身Jl常

に心強く思っている次第間’・この機会

に若い人の刊胸こ対す訓発な御飢
をお願いし，似而支会長他幹」1の才㌔返り

を行い，鳴代に即した運’営を行し・たい」

との発言があり，出胞者名箔から支会」《

指名により発盲が求められた

「もっと会合の回数をふやLてほしい」

「通りいっぺんのイ曲会｝Pの允わだけて

なく，もっと他の力法て本会と会貝との

間の連絡をとるプ」法はないものか」，1千

曲会報の内容をもっと多彩のものする・∬

はできないものか」，「支会の給会な右

意義のものにするにはどうしても参弘者

を多くする必要がある。そのためには総

会の開催日をあらかじめきめておいたら

とっか」

など活発な意見がだされ，その各々につ

　ぷ啓　会員の皆様には，加日御ノ〔気　せ頂き書し・た御支援同様御協ノ」を賜わ

にて御活蹴のことと，Jl察御慶ひ申し　りまして，より持き，より新しさ折機

」けます。さて，私・lr先般開催の千llll　柚の←下に当支会が一段と允展すること

会愛知支会総会の粘果，会ユミの舳を退　をW念し退任の御挨拶と致しま寸吟。

き後在として小山田峻氏孔御願いする　沓掛久雄（誕19川）イトIUい1∫L川’1｜L町

ことに成りました。省みますれば⊥屋　26田　蚕川1；ll虫糸刈川亟挿製；±所

勲氏より会よのバ1ソを受け以来8‘1　　｜謝1啓　私儀・今回イllll会愛知£☆長

余の上く則間，この間～校50川年記念｝｜　に‘此任いたすことになり，’］i務全般掃

蝋，母校火災復興資金0パ鋼パ9の連成　　りなく引鼎さ’｝したc糸より払千の者

を姶めとし，木会との連絡並ひに会員　にて，その器てはありませんが一必上

皆様相互の連絡を㍗IIにし，当支会の声　会発展のため勺力いにす所存てござい

仙な落すことなく今1」をあり得ますこ　ます。つきましては廿様のφll協力なく

とぱ，これひとえに会員皆ぱのご理解　　しては上会の運’営も記i、二任Jj’ないこと

ある御支援は勿論のこと乍ら，小山川　とイ∫じますのて，前任者同↑菜り御支援

峻，熊田百代志，倉島紀富，岡イ・栄一　　と御鞭Liを賜わり」すようひとえに御

稲庖文一郎，松川19冶，鈴氷竹男各氏　願いll1しト同ます。とり必えず御挨抱

苦を始めとする各地1ス幹ll諸氏の御協　をかね御勘い小し上げ寸す。　敬貝

力と‘］1務局担当石戊1胡一氏ロ）献身的の　小山田峻（化3）］1務局名占屋市北区

御努力の賜によるものと絃にびく感謝　光肖！｝川190　r北川動戊株人会li，内

叩L」二げる次第てあり音す。何ノr，今　　　　　　　　　　　　　　（屯”爪醐555n

後も後任一者小川川峻氏iこ対し私に御㍑　　　　　イ曲三：愛知上会員各付殿
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瓢籔1麗麟≧匡；麟罐；瓢驚蕊2㌶驚ぽ㌫瓢；
）欣なものがあって・八力か・ら批典・酬て3引8川1到馴問1胎せ齢め人丈の記念撮腕なってしまし、，わ都，

齋瓢；嬬、謡嬬；淵瓢織講灘莫瓢繧撚1・瓢麟・
続いて・⊥川酬のパ・パ亜1肋湘悔に人が凧邪を引かれ知　との輌ぴ1歳・一イヤー2台で」、π内ruう。」肺内で

掘された・，繊りにつさ舳・1・パ1’後て8馴lllという忙な・た・　　M巾、川・眺で逆鞭蜘、ご醐＿新

9吐・蹴の熾を4三堅酬し㌦　　　　　　　　圃網・lr疏町；・一ン・川リ．1、

1；、㌫1畷二鵜　　　　　 ’忽勅輌嚇・剛限庶
　　　　　　　　　（111∫．卜，1溺局∫こrltl）　　同扱幻ll1催’5　n？61｜け｝li］の11♪」｝｝Klこ変　　今IIllの1・・」級会は少L’1’｛〔かったが人ll。llll」

酬搬噸会の記1；、㍑顕㌶蒜ぽ‡］1謬篇㍑漂鵠誌±謬
　　　　　　　　　　香　山　清　和　　　り前に到4‘；1ノていないと幹事の☆任が尽　　足りぬものがあφ・た。庁λしは川」｝；1す4、と

瓢摺㍊櫟麗1；蕊麗瓢「蒜瓢‡‡罐驚㍑罐灘｛6
㌘一・撫1嚇昭不ll35イr　5∬緬翻が入って｝・｝り「燃あり，定刻煤研λ叫に燃ぷ政・幽ったので記鰍
が酬で継螂疏41・11酬柵6イザ6ない．1とあ・た．すると相のi己刷芝影形州馳・迎しパ、果副、1翻まて入

露灘撒難［il；1‖1竃麟灘1；戴舗灘蓮
瓢鑑㌫㌶襟漂謬，；蒜㌶ア馴瓢魏蕊《：謬隠の嶋なり中訳頒
幽湯獅に於て昭禰8f川剛ll胸’べ・II別1蹄泉へ行き細端｝腋；仇て来　来知憎・堀が幹恒熱畑箱4艮加1
きで塗った。然るに僕け老人病の前立ll泉　たとの事である。禰氷璃け未だ来ないが　てやるとの」1であるが，もう余命もあよ

肥端の担躰の珊郁悪く昭佃8年あま唖れてけと杉え61岨から懇親会帳くない孜⑳陀あるから是非頚

鑑職瓢5繊瓢之L漂漁鷲雲；獣；鴎』瓢蹴ぽ£r・や・たい・の
に一廻りしたという気の弛みと僕の怠佑　同問て終るかと思ったのに小松ノ］が予想　　此処まで，茸いλ二吋，寄せ鳥を怜送りし

も手伝っ三延び延びになってしまった。　外に酒強く酔うにつ」｛談論風発，学制改　た石倉先生から次の様なお便りを頂いた

それでも”拓気にかかり眠触れて軟かゴ｝駕当時の1恥談歓いにロ｝1かさぬい懇煙報綱一ると川こ先生のいよいよご健
いご督促のこ訓に接1’・品アよ偲い，船にな一・ましまった。それてもやけりイドを祈って巳就いQ
昨年秋実施Lようとしたが浜鶉大人が負　　イ1は争われず大した夜更しも川来ず11哨　　　先∫］下旬1司級会開催せられご夫偏拾揃

傷入院されたのて延期し潮くオコ1春に1用　頃には大体就寝じた様てある。碓氷マ1ぱ　いで鹿教湯に会合され、1己念寄せ書き賜り

催する事とした。　　　　　　　　　　　　到頭見えなかった。　　　　　　　　　　　ご芳志ありがたく拝見致しました。昌・り

．その手始めと1て2｝126n付で「31］　　翌27日は・1畑llのため朝は牛1に寒く冬イ1　門の学d．と共に同』也へ参りました劇引」1

輌・［｝腿したいが都綱［軋1人でも1ぽして編よ）にとい・た僕の忠酷の縮潮ぜrが一つあ。た鮒で晒らで
畑があれば杣・する．壮の照舗値ゴ匹視し切］辻の酬て籾れた頼②諸1寸剛で入れない程でしたが放雀揃兵弟
差出した。皆ドf兼ねていたらしく苗ちに　公は寒さが少々身にごブこえたらしい。8　が中風療五中一度訪nnし全然変った朕子

返事が来て包拙胞烈ミか蝋糊以外晒コ・順，小翻の狸で麻つけ・る。観て11剖糺ました。
は夫婦即拓19名という由こなった。侃　小聞1は砂1用があるとかて上田へけ行か　　変る1山」こと」コりながら出で揚富て
氷塙夫人け神経痛て1』1席出来ないとの事　　ず9時30分頃パスで又和田lllト越えて帰っ　　　　　　　　～尉匡が上がり湯五｝増すとは

であつた。これで全員出脇という11悟は　　て行った。小松刀が発つと行連いに写真　　同級の友どもつどい入婦つれ

辻したのて実施す剤τに決定し3月8「1　斥来る。石｛｛氷71がぱっきりこないと解れ　　　　　　　硫り合いする米しさ巴う

fl猷に3月26・2了両川｝」1物洞劇llぱ予膓ヒ通・）1個記念1聯すれ｝まよかった　　（1竺11仮↓よ同日目Ul甘者の寄・せ苫）



　　（1旬形d53（∬召和31イF6月18日第3樋郵便物認可）千　　曲　　会　　報　　　　昭秘0年6川日

　　　本　会　記　事　　　貿ξ嬬瓢蒜蒜蒜籔鷲ξ撒‡職4麗1‡：潔2㍊嚇｛｝㍑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル経lh赴任の途についた。宛先は　　　　　　工学利甲位ホ埴W第1「澗’14研究宙担）1㍍
　　上田繊維科学振興会

昭不，40鞭財麟灘」、凹；：・＝＝・㌶。。、、n学部灘灘嬬、、協

会研究助成委員会は5月4Fl聞催・1珊・，　Madison　Wisconsin　53706　　　　　，泉にて聞催・次o）1二喪llを’粘拓した。（Dl【1｛

者は柳沢延房Jll・］1虫，副jl∬・ll長北条針コ．　　　　　　　U．　S．　A．　　　　　　　Jl139fU良収支1ノこ坤に〆）いで・（2）昭刊40年

畷議驚蹴蝋璽1欝議欝繕き嘘灘；1綴鐘

上。櫟黙；翻崔；瓢㍑潔灘馴‡悉瓢㌶懸｝鋼

㌶潔罐㌶㌶認1；　母校ニュース　の醐蹴っことを1厩や・ない・
和40年度研究助成］煤について，5月4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新入学生歓迎レクリエーション

剛催の研懸員会の迷し醐究課題　　学内人事　　5川噺人’・姓歓1担。クリ＿シご
及び研究者の経過報告あり助成について　○間室規1功手‘・1綱i｛こ力任　4∫川F川名　ンは，参加同行者350名，5台のμマン

承認，◎昭和39軒良歳人歳出決錦につい　　古拓大字口二学部助手間室規助千は伯州人　　スカーて板門午前8哨出ゴ芒レ蘭煙1．600㍑

て竹内監事より監査報告カミあり承認，③　　学品1副｝に引任，繊＄∬学部化学L学手川1位　　の熔岩台地の」＼判京霧ケ牢て交歓会が｛」紘

昭和40年度学会諭演会開佑について木年　操f／1第21・問～担当。　　　　　　　　　　大に行われた。「1本アルヅス，御岳，中

度は化学学利新設以来第25周勾となるの　○中八賢氏助千就任　來北大学大学院修　火アルプス，山アルフス，富」．山、八ノ

で牡別講演会聞促予定であるから前年艮　　⊥課程木イト修了の中〃《賢氏は4月1n付　　岳の連宰と諏∫［力盆地の全ぼうがさつき｜｝1l」

繰越の1部をこの巾染費にあて増額する　信州大”宕助千にタ1任・繊翻応川ノ」学1満伸　　れに映え，さわやか乳c山気をii！1］喫して偏

こと，④評議員会を6月中に開催するご　研究室に在侃。　　　　　　　　　　　　　1｝Lκ白枠湖で少想全員ノr後61削11｝学したロ

とを決定した。　　　　　　　　　　　　　　　○江原肪夫氏助手に井任　　火北大学大£捧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院修：L課智本春修了のi］二原勝夫氏は4月　　　　紡織工学科研究室新築に決定

　　　本　会　日　誌　　↓㍑編㍑ζ慧1ご部」樋刷測帆㌦足楚i怒‡；繊懸㍍㌫㍑｛鍛鶏f

O4月4日　静岡県支会総会1用催・木剖｛　○鈴木恵助教担転任　イ日州大£芹繊川・’｝㍉1三　築することに法定した。建設場所は昭和

からm［」Ψ廓，会田∫1｝1」1出ll｜1。　　　　　　紡織工学∫1鈴木恵助敦授は4月15「l　fj京　　39q展竣1した講ムコ・に1塘接し‖1紡筑研

04川0日　西ll｜市二（蚕9）前）」ζ都大　都工二繊糸llぺ学助教授に転f〔。　　　　　究り、凋TJ易敷地跡て，　r］川イ1は8月，

培教］受は3月同ブ、学を定町退官されたが　　○佐納良樹1晶師助教授に力任　　ヲく阪1自、7．　40f川1とに竣功の］汚亡〒（ある。
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　昭秘o鞭　　　 ll体功綱掛」1晒〃河合恵〃成章“小島寛““　一
　　入学許可学生氏名　　鈴木正徳愛知盤橋束”　高山昌也三頂伊勢”　角谷頂樹　”盤橋東”
　　　繊維農学科・28名　　　道下　明夫　〃　”　　　　　世良　好浩大阪今　宮　〃　河原　　洋　〃　国　府　〃

　氏名県胱校　細1蹴リミ海〃大谷蜘〃〃　　畑行彦・ソ西尾〃
鹸醐噺潟高田蹴燈璽1敬””　　阪印一彦〃三彫丘〃プ・獺勝之ノ岡崎北〃
川田明富峠汕北部“元繰酬〃西尾〃卵正之〃明星〃・附峻三重伊勢〃
、武田　正男長野上　田　〃　山木　敏郎　”　熱　m　〃　中村　憲雄　〃　豊　中　〃　森下　ll召夫京都西舞鶴〃

中村　全夫　〃　〃　　　　　吉田　　亮　〃　芦　殿　〃　　　　繊維機械学科45名　　宮崎　照勝東X〔深　川　〃

堤酬〃屋代“杭田徹1珂山岡ll嘲日〃　氏名　県　目｛身校　宮野安膓蜥潟高ln〃

麟≧誌灘明≧；鍵㌫ご當鷲欝がi罐蒜松．
菖誘麗，㌶㌫茂蹴篇蕎二漂縢‡㌫部：讃；㌫叉‘士ln”

附劇巨鵬加蜘〃1剛忠〃明正〃端醐剛上阿1〃礁鰍“．
　　　繊培科45名　松下能〃深川〃三井利宣〃〃　　醐酬〃長野“
。氏名県出搬　今関貞夫〃葛蜘！r〃竹内健〃〃　　加節雄““
諸岡難千葉佐原蹴期鵬新潟獅明訓〃西沢六男〃〃　　蜘寸利弘““

八町　敏男　〃　”　　　　　柏原久雄　〃　屋代　〃　北沢　　誠　〃　野沢北〃　柴田　憲治岐・1己中　洋　〃

柏野　和夫　〃　〃　　　　　仲村　安善　〃　長　野　〃　赤堀袈裟知　〃　〃　　　　　清水　純雄静岡浜松西〃

和田　長夫　”　”　　　　　飯田　紀子　〃　長野西〃　lll城　修二　〃　屋　代　〃　内山　　久　〃　浜松北〃

関　喜代志　”　屋　代　〃　上原　義則　〃　須坂西〃　返町　暁夫　〃　長　野　〃　中島　迷也愛知半　田　〃

姦　：収認㌘　；蕊麦品谷，，二態溺牝；　政酬・・京都斑〃

量㌶㍑町”‡灘：㌶藁馴肥無、業“：鷲鷲㍊
梅原，趾”上田〃彬虻〃蜘南〃綱獣〃細丘〃市」ll弘“高津“
畑醐昌” 濠ﾂ〃林弘i重〃浜松西〃餓浩典岐中1・1津〃加龍期尼崎．
小沢竺”禦西〃鈴木難愛女剛習館〃欄鵬醐・愛胆業〃琳柾紬奈良，。
鏑蹴” 猿譁雛ﾋ〃鰐僧踏〃刈谷〃加藤俊剛〃半r日〃東義昭〃畝傍〃
餅酬岐輔浪〃｝茂井隆〃一’1〃前野蹄〃〃　　蚕告木酬剛川舳｝弱日“
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　　　　　　　会員動静　　．　浜香三紡川〔、；，麟蒜㌫（棘肖1梛1芝

宮城　博蚕13更埴蚕種協同組合千曲』1：（更槌市　　　　・　　　　新橋1の20（lli）束小都武歳
　　　　　　　　　　　　　穆ξ’：）　（イ主）Yll∫のとお1り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皇pvl∫まヨlll∫2“T　l三13番7の302）

清水　　伝　蚕　23　北海道　呉羽紡績KK北海道［tl張所長　　　北野　三郎　紡　14　｛愛　知　村田機械KK犬1」1工場（犬山

　　　　　　　　　　　　　　（札幌Tl了2条西19丁FD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］1∫大字橋爪三f・rl・3島2（住）岡

宮島　　至　蚕　23　上　小　長野県上田染谷百：高、ls学校　　　　　　　　　　　　　　　　　lll、摘1明大，1…1町東長峰24の66

　　　　　　　　　　　　　　U二田市材木町）　　　　　　　　佐藤　佳良　紡　16　東　京　関東僑越国税局（東京都千代

竜野　　敦　弓蚕8　兵　庫　El産農林工業KK長浜工場　　　　　　　・　　　　　　　　川区内杓町1の2）　印i）前
　　　　　　　　　　　　　　q亘庫県津名郡矛炎路1町岩屋75　　　　　　　　　　　　　　　　　橋市iCir∬町53

　　　　　　　　　　　　　－2）　　　　　　　　　　　　近藤　イ申一　紡　29　近　畿　東洋レ←田ンKK技術サービ
那須野1iF人　糸　30　東　京　東差　1楽器店代衷取締役（東　　　　　　　　　　　　　　　　ス部第3‖‖1（大阪宙北区中之島

　　　　　　　　　　　　　で都渋谷区利1営前6コ吟1・ll9番　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の50三井ピル）茨木市イ～‘賀15

　　　　　　　　　　　　　］4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0の21月こレ茨」＜アパート221

相野田文雄　糸　31福　島　片倉工業KK3P二1二場長（福島　　佐藤　　崇　紡　20　11皮　山、東洋紡績KK岐jit：［場（岐、自．

　　　　　　　　　　　　　県平市三倉八）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市宇佐海草366の5）
中村甲乎男　糸＞32埼　三E　li刀栄製糸KK本庄J場（埼三E　　羽賀　∫［旋　学紡6　上　小　松lll産渠KK．1二川支店（上lll
　　　　　　　　　　　　　ハ江オこ1」三了W2241）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了W，～旨フs〕

武井　顕三　糸　35　福　島　錨洲蚕糸KIζ川馬工場｜務課　　細5L］i英看亙　学化2　更　埴　丑ミ野県儒lll組1坂城支ll！1（lll’［、
　　　　　　　　　　　　　」逢　（ネ∬i1ll1」り込］1工｜1葛i’lf；1ヒ田丁51）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」斗］IU」反」成田」）

島崎　昭典　糸　36凍　京　農林省蚕糸試験場（東京都杉　　六川三：＿恵j・学化8　東　京　　（lli）東京都渋ξ｝1べ抑官前2

　　　　　　　　　　　　　三こ臼べ｜」1］2）ノVl三」㌣1∫汀「月1田r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ゴ1｜2番39タトタ匡f】”七i222

　　　　　　　　　　　　　17…・7　　　　　　　　　　　　　山本　　史　学化9　千　葉　大1ヨ」インキ化Ψ1：業KK有
tll崎袈裟信学糸2　埼　玉　昭栄製糸KK本蔦じ場（本庇’　　　　　　、　　　　　　　機薬品部（千葉11∫｝6〔巾コ1）1刊1
　　　　　　　　　　　　　∫1∫2241）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立姐D　　 （n…）　ll∫田t∫∬辰膓↓テ～i」毬

山岸　照武　学糸，6　東　京　昭栄製糸KK蚕糸部工務部　　　　　　　　　　　　　　　　3の12　大Ll本rソヤぷ構寮

　　　　　　　　　　　　　　（千代田区駿河台3百」吟1川の　　　　　　　　　　308
　　　　　　　　　　　　　2）（住）浦和Tl了常41崔IllT7の2）　　浦川ill　1∫1’郎　化　6　東　：京　防衛庁隙⊥：瀞僚li；沽｛；補給訓こ

疋田　　滋　学糸9　三三丹　神栄4三糸KK研究所（綾部τi了　　　　　　　　　㌣　　　　　　（東京都港ド1坂桧1町3）

　　　　　　　　　　　　　繊維工業化学科創立25周年記念事業について

　同窓諸兄には益々御壮健iこ御活躍のこととお‡び巾し上げ　したので・ここでは徒らに華」：にながれず賀｝の中1こも前記

ます。昭和15年4月繊維業界の切なる提塾により繊維化学科　日的を達成しうるささやかなh蘂を計画致しました。御多端
が全国の大学・専門学校にさきがけて創立されてから本ゴドは　の折でございますが，何1：応分の御‖協力を賜わり度くお‖更い

25周年になりますo更に昨年より大学院も設置され今1ヨ卒栄　申し上げま寸一。　　　　　　　　　　　　　　　早　々

生は714名に達し全国各地において会社の経営・研究に，あ　　　　　　　昭和40年4月1日
るいは，中堅技術者舗sとして活躍して居り上田の化学の名を　　　　　　　　　繊維1莱化羊科創立25周二・1三記　h：楽会

全国に知らしめるに至りましたことは真に御同慶にたえませ　　　　　　　　　ッ6起人代爽　第1回　北　条　締　正

ん。斯の如く発展して参りましたのけ・卒業生各位の平’』『の　㌔記念dl業内吉　A繊維：1二栄化学科関係者への記呂品贈呈

努力もさることながら，創立以来我々を御」旨樽下さいました　　　B創立25周年湿念；；1孝演会，C繊維工業化学科沿革史出ll反

諸先生の御尽力も忘れてはならないと思います。この記念す　　　　（資料しゅう集，傑有），D祝宴・ヒ川，東京，大阪，

べき年に当り創立以来の諸先生に感謝の意をヲξすると共に同　　　E周校教室へ記念研究設備｝｝籍の1句贈。

窓相集まり力を一にして更に将来の大飛躍を誓うと共に刊校　2，“‘’→金計恒liA［1摺額1，000，000円，Bll：目，000円として

教室の発展のために微力をつくすことも意義のあることと存　　　1口以上，C記念事業1｛肝1昭和40年10月D，送金先長野

じます。このため有志佃計り次の如ぎ1業を計画致しました　　　県上田市常入500f言州大学繊維学部繊＄16工慾化くア科北条

しかし乍ら千曲会同窓会では既に50周年］］1業も行なってきま　　　欝n三宛。

の一　　　　　　1　　編集室より
一｝ @　　　　　　　　　　　　　　　…＾　　　　　　　i　F　「叩‘’一…『｝　…　　　　　　　「’＾一’　　　　　　　　　≒－’一“’一｝｝｝一一一一一一

為替　」用は　　　　　　　　　　　　、

　　はやくてたしかな
　　　　富士をご利用下さい　　1
　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　1
千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金　　1

ロ座長野3523が一番ご便利です

上田市原町
皆様の㊧富士銀行上田支店　　1

　3月から4月にかけて数支芸で総会が開かれ，オ1か
ら理事出席して盛大であった。会戯の親臆は連絡をと著，

こと，集って語り合いの場をもつことから初まζ。最近
同級会のあと揃っで判固を訪れる紅1があり，年配組の郷
愁の心境も楽しいものの…つ。
　大学の自治は厳然たるものであイ㍍、一面学園の発展｛・二

名案をお聞かせ下さることは則ましいことである。充出
之れを大という。昨今はのんびりしてはおられないが，
心豊かにご健勝ご話蹟なお祈りします。

　編集委員　小休　尚一一，竹川　　寛，不i川　　博
　武」卜　隆三・松沢　秀二，金」卜　　沽，一之汕li興
　小笠原；，〔次，篠原　」ノ∫目　ll井　要範


